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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 
この調査は、男女共同参画に関する県民の意識や実態を把握し、次期（第６次）あおもり

男女共同参画プランの策定の基礎資料とするとともに、今後の男女共同参画社会の実現に向

けた施策の参考資料とするもの。 

２ 調査の設計 
（１） 調査対象 

県内に在住する満 18歳以上の男女 2,400人 

（２） 標本数及び抽出方法 

住民基本台帳をサンプリング台帳とした層化二段無作為抽出法 

県内を６地域に区分し、標本数を県の総人口比から各地域に配分した。すべての市及

び各地域１町村を抽出地点とし、人口比に応じて市と町村（郡部分）の標本数を配分し

た。さらに、年代別比較の精度を揃えるため、各年代層から同数の標本を抽出した。
（平成 6年 1月 1日住民基本台帳人口による。） 

 

（３） 調査方法 

調査票によるアンケート調査 

郵送法（配布：郵送、回収：インターネット又は郵送回答） 

 

地域 区分 市町村名　（○は該当市町村） 人口 標本数

市 ○青森市 267,520 534

町村 ○平内町、今別町、蓬田村、外ヶ浜町 9,948 36

○弘前市 161,958 330

○黒石市 31,003 61

○平川市 29,713 58

町村 西目屋村、○藤崎町、大鰐町、田舎館村 14,422 62

市 ○八戸市 218,182 439

町村 三戸町、五戸町、田子町、○南部町、階上町、新郷村 16,543 114

○五所川原市 50,624 98

○つがる市 29,472 56

町村 鰺ヶ沢町、深浦町、○板柳町、鶴田町、中泊町 12,445 95

○十和田市 58,328 115

○三沢市 37,899 80

町村 野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村、○おいらせ町 25,148 192

市 ○むつ市 52,744 104

町村 大間町、○東通村、風間浦村、佐井村 5,738 26

1,021,687 2,400合計

市

市

市

東青地域

中南地域

三八地域

西北地域

上北地域

下北地域



2 

 

（４） 調査時期 

令和７年 10月 1日から 10月 17日まで 

（５） 調査項目 

  ① 男女平等に関する意識 

  ② 家庭における役割 

  ③ 女性の活躍推進 

  ④ 仕事と生活の調和 

    ⑤ 育児休業・介護休業 

  ⑥ 性別役割分担に関する意識 

  ⑦ 防災・復興 

  ⑧ 配偶者やパートナーからの暴力 

  ⑨ 性的マイノリティについて 

  ⑩ 男女共同参画に関する行政への要望 

（６） 回収結果 

有効回答数（率）    868人（36.2％） 

 うち郵送          464人 

 うちインターネット 404人 
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（７） 回答者の属性 

  

合計 女性 男性 答えた
くない

未記入 合計 女性 男性 答えたく
ない

未記入

868 462 368 24 14 100.0% 53.2% 42.4% 2.8% 1.6%

女性 462 462 0 0 0 53.2% 53.2% 0.0% 0.0% 0.0%

男性 368 0 368 0 0 42.4% 0.0% 42.4% 0.0% 0.0%

答えたくない 24 0 0 24 0 2.8% 0.0% 0.0% 2.8% 0.0%

未記入 14 0 0 0 14 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6%

18～19歳 21 9 11 1 0 2.4% 1.0% 1.3% 0.1% 0.0%

20～29歳 84 50 30 4 0 9.7% 5.8% 3.5% 0.5% 0.0%

30～39歳 124 69 53 2 0 14.3% 7.9% 6.1% 0.2% 0.0%

40～49歳 150 88 55 7 0 17.3% 10.1% 6.3% 0.8% 0.0%

50～59歳 172 90 76 6 0 19.8% 10.4% 8.8% 0.7% 0.0%

60～69歳 169 85 82 2 0 19.5% 9.8% 9.4% 0.2% 0.0%

70～79歳 104 56 47 1 0 12.0% 6.5% 5.4% 0.1% 0.0%

80歳以上 27 14 12 1 0 3.1% 1.6% 1.4% 0.1% 0.0%

未記入 17 1 2 0 14 2.0% 0.1% 0.2% 0.0% 1.6%

いる 554 304 244 6 0 63.8% 35.0% 28.1% 0.7% 0.0%

いない（未婚） 206 91 101 14 0 23.7% 10.5% 11.6% 1.6% 0.0%

いない（離・死別） 91 66 22 3 0 10.5% 7.6% 2.5% 0.3% 0.0%

未記入 17 1 1 1 14 2.0% 0.1% 0.1% 0.1% 1.6%

農林漁業 39 9 30 0 0 4.5% 1.0% 3.5% 0.0% 0.0%

会社経営者・自営業
主（農林漁業を除
く）

35 13 21 1 0 4.0% 1.5% 2.4% 0.1% 0.0%

家族従業者（農家や
会社など自営業主の
家族で、その自営業
に従事している方）

22 16 4 2 0 2.5% 1.8% 0.5% 0.2% 0.0%

勤め人（正規職員、
会社などの役員）

366 157 195 14 0 42.2% 18.1% 22.5% 1.6% 0.0%

勤め人（パート・ア
ルバイトなど非正規
職員）

146 111 33 2 0 16.8% 12.8% 3.8% 0.2% 0.0%

専業主婦（主夫） 67 66 1 0 0 7.7% 7.6% 0.1% 0.0% 0.0%

学生 29 14 13 2 0 3.3% 1.6% 1.5% 0.2% 0.0%

無職 131 63 65 3 0 15.1% 7.3% 7.5% 0.3% 0.0%

未記入 33 13 6 0 14 3.8% 1.5% 0.7% 0.0% 1.6%

いる 552 324 221 7 0 63.6% 37.3% 25.5% 0.8% 0.0%

いない 275 123 137 15 0 31.7% 14.2% 15.8% 1.7% 0.0%

未記入 41 15 10 2 14 4.7% 1.7% 1.2% 0.2% 1.6%

中学入学時以降、
ずっと青森県に住ん
でいる

445 266 164 15 0 51.3% 30.6% 18.9% 1.7% 0.0%

中学入学時以降、県
外に住んだことがあ
る

393 188 196 9 0 45.3% 21.7% 22.6% 1.0% 0.0%

未記入 30 8 8 0 14 3.5% 0.9% 0.9% 0.0% 1.6%

市部 663 357 289 17 0 76.4% 41.1% 33.3% 2.0% 0.0%

町村部 184 100 78 6 0 21.2% 11.5% 9.0% 0.7% 0.0%

未記入 21 5 1 1 14 2.4% 0.6% 0.1% 0.1% 1.6%

現在の居
住地

性別 総数に占める割合

区　分

総　数

性別

年齢別

配偶者の
有無

職業別

こどもの
有無

地域間移
動
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３ 報告書の見方 
（１）  調査結果は回答率（％）で表記している。集計は、小数点以下第２位を四捨五入して

いるため、合計値が 100％にならない場合がある。 

（２） 回答率の母数は、その質問項目または回答者属性分類に該当する回答者の総数であり

「ｎ」で示している。 

（３） 総数には、「女性」「男性」「答えたくない」のほか、性別の記載がなく不明のもの

を含むが、男女別の数値・図表においては「答えたくない」の回答を含まない。 

（４） 複数回答形式の場合、各回答率の合計は 100％を超える。 

（５） 回答総数が僅少（10未満）なものについては、標本誤差の影響が大きいなど比率が分

析には適さないため、参考として傾向をみるに留めた。 

（６） 本調査は、年代間比較の精度を揃えるため、各年代層から同数の標本を抽出している

ことから、調査結果が青森県全体の人口構成比を反映したものではないことに留意を要

する。 

（７） 本調査では、前回調査と同一の項目について前回結果との比較を行った。ただし、年

代別の標本構成比が前回と異なるため、単純な時系列比較には慎重を要する。そのため

前回結果との比較は参考値として掲載するに留めた。 

 

     

 
令和 7年度 

令和 2年度 

(前回調査) 

有効回答数(率) 868人(36.2%) 852人(42.6%) 

性 

別 

女性 53.2% 54.7% 

男性 42.4% 43.8% 

答えたくない 2.8% 0.8% 

性別不明 1.6% 0.7% 

年 

齢 

18～19歳 2.4% （調査対象外） 

20～29歳 9.7% 7.5% 

30～39歳 14.3% 11.3% 

40～49歳 17.3% 16.1% 

50～59歳 19.8% 19.6% 

60～69歳 19.5% 23.2% 

70～79歳 12.0% 16.7% 

80歳以上 

（前回調査 80～89歳） 
3.1% 4.3% 

（前回調査 90歳以上） （選択項目なし） 0.4% 

年齢不明 2.0% 0.9% 

 


